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★ご協力を感謝します★皆様に飢餓対策ニュースをお届けするために、毎月、ひばり障害者作業所（八尾市）､生活愛（大阪市など）、
　そして関西一円のボランティアの皆様が発送作業のご協力をして下さっています。ありがとうございます！

募金送り先：郵便振替 00170-9-68590 日本国際飢餓対策機構
記入欄に ｢東北地震｣ とご明記ください
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飢餓対策　 ews
日本国際飢餓対策機構（Japan International Food for the Hungry：略して JIFH）は、イエス・キリストの精神に
基づいて活動する非営利の民間海外協力団体 (NGO) です。1981 年にひとりの日本人がインドシナ難民救援に参加し
たことを契機として誕生しました。以来、世界の貧困・飢餓問題の解決のために、自立開発協力、教育支援、緊急援助、
人財育成、海外スタッフ派遣、飢餓啓発などに活動を広げてきました。現在は、国際飢餓対策機構連合（Food for the 
Hungry International Federation）の一員として、18 ヶ国 55 の協力団体とともに、アジア、アフリカ、中南米
の開発途上国で、現地パートナーと協力しあって、「こころとからだの飢餓」に応える働きをしています。

　沖縄県沖縄市にあるシャ
ローム保育園（園長：新垣美
恵子）では、今まで子どもた
ちに飢餓の様子を話したり、
街頭募金に協力したりしてく
ださっていましたが、昨年
「世界食料デー」にむけて募
金箱を配って、子どもたちが
家族とともに募金できるよう
呼びかけてくださいました。
　その結果寄せられた募金は
16,657円（39口）。この募金は、
飢餓と貧困に苦しんでおられる人々
（特にエチオピア、スーダン、フィ

リピン、カンボジア）のために用い
させて頂きます。ありがとうござい
ました。

●まず右の必要事項
に記入して、点線の
枠部分を切り取りハ
ガキに貼って、下記
の大阪事務所宛に郵
送、又はこの頁をコ
ピーして、ファクシ
ミリで申し込みくだ
さい。確認のための
必要書類等を送らせ
ていただきます。
お電話でも申し込み
できます。各事務所
までおかけ下さい。

ハンガー・ゼロ・サポーター大募集中！
今すぐ
各種支援の
お申し込み
ができます!!

□ 	ハンガー・ゼロ・サポーターとして協力します。
	 毎月（　　）口、協力します。（１口 1,000 円）
□ 	JIFH会員になり毎月定期的に財的協力をします。
　 	毎月（　　）口、協力します。（１口 500 円）
□	「世界里親会」に協力します。
　 	説明書、里親会入会申込書を送ってください。
□ 	海外派遣スタッフを支援します。
	 毎月（　　）円（　　　　　）スタッフ指定
□ 	海外派遣スタッフを支える会の会員になり、	
	 協力します。毎月（　　）口（１口 1,000 円）
□ 	郵便自動引落の申込書を送って下さい。

氏
フリ ガ ナ

名：　　　　　　　　　　　　　　　男・女

住
フリ ガ ナ

所：
〒
　　　　　　　　　　

　　　　　　　　（電話）

 ▼申込日：　  　年 　月  日▼

▪ ハンガー・ゼロ
　チャリティーコンサート
東日本大震災支援を決定！
このチャリティーは、アフリカの人々
とともに、３月に発生した東日本大震
災被災者支援にも用いさせていただき
ます。ぜひ、ご協力ください。
【大阪】５月 20日㈮
大阪女学院ヘールチャペル（1,100 席）
【愛知】5月 21日㈯
金城学院大学ランドルフ講堂（1,700席）
【広島】５月 22日㈰
広島市南区民文化センター（554 席）
【沖縄】５月 26日㈭
うるま市民芸術劇場（821 席）
【東京】５月 27日㈮　会場／日程変更！

練馬文化センター　小ホール（600席）
※お問い合わせは、各事務所まで。
会場へのお問い合わせはご遠慮下さい。

FAX・072-920-2155

シャローム
保育園
家族で
募金運動
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※全席自由。
チケットは、チケットぴあ（Pコード：
134–376）全国のサークルK・サンクス、
セブンイレブンで。
沖縄は、ローソンチケットで取り扱い予定。

東日本大震災・被災者支援

緊急支援を展開中 !!
救援募金をお願いします
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　私は1996年11月から3年間、

カリブ海の島・ドミニカ共和国で

活動しました。赴任後２ヶ月半、

首都で初めてのスペイン語クラス

を受講しました。現在とは違い、

当時は主に手紙や電話、FAXで

通信し、私もスカイプはおろか

個人ではe-mail通信の術も持た

なかった時代で、高額なため日

本に電話もかけられない状況で

した。慣れない生活とな

かなか上達しない語学、

そして気軽に話せる友人

がいないという寂しさも

募ってきていた12月、仕

事納めを兼ねて国際飢餓対策機構

ドミニカのクリスマス会が開かれ

ました。職員が家族連れで招待さ

れ最後にプレゼント交換がありま

した。事前に贈る相手が決められ

ており、お互いにプレゼントをし

て抱き合い祝福していきました。

しかし担当者が私に連絡するのを

忘れたので、私はプレゼント交換

する人もないまま、家族連れで楽

しそうに帰っていく皆を横目に寂

しく一人帰路につき、ある店に入

りました。突然「サユリ！」と声

をかけられて振り返ると、事務所

の女性、ジーナ・アコスタさん

でした。「一人で買い物してる

の？」と話しかけてくれた時、

大人げもなく私の目に涙が溢れま

した。「どうしたの？話してみ

て！」英語でか、つたないスペイ

ン語でかよく覚えていませんが、

とにかく「今日、私だけプレゼン

トがなかった。友達がいない、日

本の家族や知人とも話せなくてと

ても寂しい」と心の内を打ち明け

ました。彼女は「オー、サユリ

…」と私を抱きしめ、「私がここ

にいるじゃない。話したい時はい

つでも話して。家にも遊びに来

て」と言ってくれました。異国・

異文化の中で私にできた、自分の

弱さを見せることができる初めて

の友達でした。その後も彼女はド

ミニカの文化や仕事内容を教えて

くれたり、愉快な会話で私を元気

付けたり、私が交通事故に遭った

際には彼女の家で世話をしてくれ

たりと、何かにつけて私を思いや

り助けてくれました。彼女は数年

前国際結婚をし、現在はベルギー

に住んでいます。ドミニ

カのことを思い出す時、

まず彼女のことが思い出

されます。他人のことを

思いやれる優しいジー

ナ。彼女は今でも私にとって大切

な友人です。
　シープケア・コミュニティー・
センターは、2002年に発足した
コミュニティーベースの団体で
す。ナイロビ市の中心地から15
㎞のところにあるソエトスラム
で暮らす母親、特にシングルマ
ザー、また路上で食べ物を捜し求
めるストリート・チルドレンの窮
状を目の当たりにして、私たちは
胸を打たれました。子どもたちの
大半は、孤児など困難な状況にあ
る子どもたちです。このソエトス
ラムの問題を軽減し、絶望の中に
ある子どもたちに希望を与えるこ

とを願って、私たちは活動を始め
ました。
　しかしながら、今年の初めから
ラ・ニーニャ現象による干ばつが
ケニア全土で猛威を振るい、私た
ちシープケア・コミュニティー・
センターの給食プログラムも大き
な打撃を受けています。干ばつの
影響が広がるにつれて食料価格が
高騰し、既に干ばつ以前の価格の
３倍近くになっています。このよ
うな状況の中で、400人の子ども
たちに給食を提供することは困難
を極めており、日本の皆さんにご
支援をお願いしなければならない
状況に陥っています。
　ここで、皆さんに学校給食の重
要性についてご理解頂きたいと思
います。孤児や危機に瀕している
子どもたちは、学校給食がなくな
れば、もはや学校に通うどころで
はありません。再び路上に戻って
ゴミ箱の中から食べ物を捜す生活
を余儀なくされてしまいます。

　この子どもたちが生きていくた
め、そして教育を受けて将来この
現状から脱け出すために、学校給
食は不可欠なのです。
　既にケニア国内の他地域では、
学校へ通えなくなった子どもたち
が出てきています。シープケアセ
ンターが関わっている子どもたち
は、食料価格が上昇すれば、すぐ
に食べ物が手に入らなくなってし
まうような、貧しい人たちの中で
も最も厳しい境遇にある子どもた
ちです。今すぐに手を打たなけれ
ば、シープケアセンターの子ども
たちも学校に来ることができなく
なるでしょう。
　食料価格が高騰し続けているこ
の現状を、日本の皆さまにご理解
頂き、学校給食を続けていくため
に必要な食料を賄うための財的支
援を、ぜひお願いいたします。既
に、十分な栄養のあるものは与え
られなくなっているのが現状で
す。

　当機構は、３月の｢東北地方太平洋沖地震｣の被災者救援
のため、緊急支援活動を仙台市泉区の「明泉幼稚園」を活
動拠点に進めています。毛布やパックご飯、おむつ（大人
用も含む）、カイロなどの救援物資の配布とともに、市内
２ヶ所で炊き出しサービスを行っています。支援者の皆様
からの温かい応援とともに、数多くのキリスト教会の救援
ネットワークの協力、米国の大規模NGOサマリタンズ・
パースからの救援チームと物資提供、英国の救援団体、韓
国飢餓対策機構からの医療チーム参加など、数多くのパー
トナーとの連係によって活動を行っています。今後も現地
のニーズを見極めながら第２、第３の支援を行う計画で
す。引き続き皆様の応援をよろしくお願いいたします。
募金の振込先は１面をご覧下さい。
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●ハンガー・ゼロ・サポーターのお申し込みは、専用ウエブサイト http://www.jifh.org/hungerzero/　からもできます

学校給食の継続を応援ください

注：ボリビア共和国は2009年３月に国名を
　　「ボリビア多民族国」に変更しています

ジーナー・アコスタさんと小西小百合

活動拠点の明泉幼稚園丸山キャンパスでの救援物資の仕分けの様子

▲シープケア・センターの子どもたちの様子

教室にいるのは低学年の子どもたち

ケニア はじめてのともだち

ジーナさん

ケニア・ナイロビのソエトスラム地区

活動地の

思い出

ボリビア多民族国
駐在　小西小百合

シープケア・コミュニティー・センターから日本の皆様へ

速報！東北地方太平洋沖地震支援　仙台市内で活動中
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　ケニアの首
し ゅ と

都ナイロビ郊
こ う が い

外にあるソエトという地
ち い き

域には、
エイズでお父

と う

さんがなくなった子
こ
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気からたくさんの
子

こ

どもたちが命
いのち

をおとしています。
　このような子

こ

どもたちが安
あ ん し ん

心して勉
べんきよう

強できるように、地
ち い き

域
の教

きようかい

会が中
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心になって『シープケア ･ センター』という学
が っ こ う
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にはじまりました。
　野

や さ い

菜を大
お お

きな麻
あ さ

の袋
ふくろ

で育
そ だ

て、寄
き ふ

付で頂
いただ

いたとうもろこしや
豆
ま め

などを利
り よ う

用して朝
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っています。け
れどもこれだけでは十
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分に栄
え い よ う

養が取
と

れるわけではありませ
ん。その上

う え

ケニヤでは今
こ と し

年は雨
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ふ
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さ く も つ

物が育
そ だ
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食
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料の値
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ば い

近
ち か

くになっているので、給
きゅうしょく

食を続
つ づ

けるこ
とがむずかしくなってきています。
　どこの国

く に

の子
こ

どもたちも、食
た

べものを十
じゅうぶん

分に食
た

べてはじめ
て、元

げ ん き

気に学
が っ こ う

校に行
い

くことができ、勉
べんきょう

強をすることができる
のです。

　ケニヤのお友
と も

だちが、勉
べんきょう

強をつづけることができるよう、
私
わたし

たちにできることを考
かんが

えましょう。

１０
時じ
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ょ
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食
の
時じ

か
ん間
。

み
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りっぱなビルと車
くるま

が
いっぱいのケニアの首

し ゅ と

都

給
きゅうしょく

食は朝
あさ

と昼
ひる

、
１日

にち

２回
かい

“とうもろこし”の
おかゆよ

テントみたいな小
ちい

さなお店
みせ

ばっかりで、
ごちゃごちゃしたソエトという地

ち い き

域の
小
ちい

さな学
がっこう

校　シープケアセンター

１冊
さつ

の教
きょうかしょ

科書をみんなで
いっしょに使

つか

ってるんだ子
こ

どもニュースのまんがを描
か

い
ているみなみななみさんが今

こ と し

年
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16 日
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から２月
がつ

８日
にち

まで、
日
に ほ ん こ く さ い き が た い さ く き こ う

本国際飢餓対策機構のアフリ
カ研

けんしゅう

修ツアーに行きました。

水
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気
き

もない。

保
ほ い く え ん

育園くらいの子
こ

どもたちから
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っている

え／みなみななみ

子どもニュース72号 子どもニュース72号
アフリカに行

い

って見
み

たこと　その①
ケニアの
「シープケアセンター」

という学
が っ こ う

校

家
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た

べられない子
こ

が多
おお

い
ので、学

がっこう

校でのカップ一
いっぱい

杯のおかゆ
が大

たいせつ

切な栄
えいよう

養になるよ

ナイロビから 40分
ぷん



　今まで何度かソウルではコン
サートをさせて頂きましたが、地
方を回ってのツアーは初めて。期
待と不安を抱えて大雪の関空を出
発しました。ところが韓国は快
晴、ワハハと笑う権先生や奥様の
明るさも相まって、旅は終始楽し
かったです。
　清州・忠州・大田・栄州・安
東・加平…ほぼ毎日移動しなが
ら、時には１日３回のコンサー
ト、夜中の12時までの集会があ
り、宿舎着が午前3時という日も
ありました。日程はハードでした
があまり疲れなかったのは、多く
の祈りと共に、韓国料理の力もあ
ると思います。食べるお薬と言わ
れるほど身体に良く、どんどん元
気になっていくのを感じました。
何より本当においしかったです！

　ツアー３日目には、
韓国国際飢餓対策機構
の事務所も訪問。チョ
ン会長はじめ皆様大歓
迎してくださり、ス
タッフ全員での歓迎の
歌には、涙がこぼれま
した。国内に千人以上
の理事を持ち、世界中
に支援を送っておられますが、愛
と信仰を土台としておられる姿に
多くを学ばされました。JIFHの
親善大使として、あるべき姿を教
えられた気がします。

心が通い合うひととき

　コンサートは本当に祝されまし
た。共に歌い、笑い、私の阪神・
淡路での震災体験を聞いて涙で応
えてくださる方々もおられまし
た。でも少しずつ、何か薄い壁が
あることを感じてきたのです。最
初は良くわかりませんでしたが、
徐々にそれは日本と韓国の悲しい
歴史の事実であることがわかって
きました。私自身、もう過去の事

のような気がして口先で謝るのは
かえって失礼だと思っていたので
す。でも笑顔の奥に深い痛みを見
た時、私の中から溢れ出た言葉は
「赦してください。私たち日本人
を赦してください」。その瞬間、
壁は解け、初めて心が通じ合った
気がしました。「日本は、最も近
くて、最も遠い国だった。でも今
近い国になった」との言葉が忘れ
られません。今、日本人福音歌手
として、和解の歌を捧げていく使
命も思わされています。日本と韓
国が心を結び、一つの家族となり
ますよう祈り続けたいと思いま
す。
（報告　親善大使・森　祐理）

飢餓対策
NEWS
６

　私たちが、まず到着したのはマ
ニラ。都市部の貧困とストリート
チルドレンの問題に取り組む団体
の活動地を訪問させて頂きまし
た。異臭を放つゴミの山。そこで
換金できるものをさがす人々。ド
ブのように澱んだ川と橋との隙間
で暮らす人たち。不安定な農業に
見切りをつけて、都会に出てく
る人は後を絶たないと言います。
　４日後、マニラを離れ、フェ
リーで１時間ほどのミンドロ島に
移動しました。HOLPFIの活動地

サン・アンドレスは、水田が広が
り、遠くにバナナややしの木が立
ち並ぶ、緑豊かな村でした。この
美しい田舎を捨ててマニラのスラ
ムに暮らす人たちの気持ちを思い
ました。
　３泊４日の滞在中、私たちのお
世話をしてくださった村のボラン
ティアの女性たちは「自分達で分

担や食事のメニューを決め、買出
しをして収支の計算もしたのよ」
とHOLPFIの酒井慶子さんが嬉し
そうに話してくれました。３年間
の地道な取り組みを通して、村の
女性の中に自分たちで計画し実行
するという姿勢が定着しつつある
ようです。

村に学校ができた

　HOLPFIはもうひとつ、少数民
族マンヤンへの取り組みもしてい
ます。サン・アンドレスから、山
の中にあるマンヤンの村へ向かう
には、いくつもの川を越えなけれ
ばなりません。私たちは何度も流
れに足を取られそうになりまし
た。雨期には小さい子どもは流さ
れてしまうため、学校へ行くこと
ができなくなります。そんなマン
ヤンの子どもたちのために、よう
やく村に小学４年生までの学校が
できました。そこでは栄養状態改
善のため、週２回給食が提供され
ています。給食の時間になると、
子どもたちは、お皿とスプーンを
もって１列に並びます。こんな
に、と思うほど山盛りにした給食
を小さな子どもたちが、あっとい
う間に平らげおかわりをしていた
のには驚きました。

英語をもっと勉強したいの…

　その日の夜は識字教室の修了式
があり、私たちが宿泊している学
校へと村の人たちが集まってきま
した。式を待つ間に、一人の少女
が慶子さんにたどたどしい英語で
話しかけてきました。自分は英語
が好きで、小学校を終えたら高校
（日本では中学校）に進学したい
というのです。マンヤンの村から
高校へ通うには、朝暗いうちに山
を降りてスクールバスに乗らなけ
ればなりません。また、マンヤン
の家庭は貧しく奨学金がなければ
進学は難しいとのこと。それでも
瞳を輝かせて将来に希望を見てい
る少女に、夢が叶うことを願わず
にはいられませんでした。

◇　◇　◇　◇
　田舎を捨て、朝から晩までマニ
ラのゴミ山で働くような暮らしに
駆り立てられる人の流れは、物を
与える支援では止めることができ
ません。人が希望を持ち、コミュ
ニティーが変わっていく姿の中
に、HOLPFIのこれまでの地道な
関わりの成果を見る思いがしまし
た。
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）希望がコミュニティーを変える！

Nたまフィリピン研修報告

2月6～17日、名古屋ＮＧＯセンター
主催「次世代のＮＧＯを育てるコミュ
ニティ・カレッジ2010」に同行し、
フィリピンを訪ねました。今回の海
外研修は、当機構の海外パートナー
であるHOLPFI＝Hands of Love 
Philippines Foundation Inc. が受け
入れ団体となりました。(愛知事務所・
浅野陽子）※Nたま＝NGOのたまごの造語

マニラのスラム地区の様子

　アンニョンハセヨ！韓国で
のコンサートツアーは、豊か
に祝された時となりました。
このツアーは、日本国際飢餓
対策機構の親善大使として行
かせていただいたもので、忠
州にある中原京教会の権泰求
牧師がコーディネートしてく
ださり、2週間各地を巡って
14回のコンサートをさせて頂
きました。

森　祐理親善大使が韓国ツアー

震災体験に涙し、共に祈る


